
　ご法事等の際には、板塔婆を建てて供養します。この「塔婆」の語源は、インドの古い言葉

で塔や塚などを意味する「ストゥーパ」に由来します。その起源は、お釈迦様の入滅後、弟子

たちがその遺骨を分骨して塔を建てて供養したのがはじまりとされています。 

　塔婆供養は、亡くなった人に対する感謝の気持ちをあらわし、思いやりの心を捧げるものです。

お釈迦様の説かれたお経、「法華経 ( 妙法蓮華経 )」の中に、塔婆供養をすすめる一文があります。

塔婆を建てるということは、仏塔や五重塔などの塔を建てるのと同じくらい計り知れない功徳

があること ( 善行 ) といわれています。

　是非、この機会に、塔婆供養をされますよう、おすすめ申し上げます。
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